
 

 

県西地域活性化プロジェクトの取組状況 
 

■ 未病がわかる 

① 「未病がわかる」情報発信プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・広報普及啓発の継続的展開､新たなホームページ 

作成･運営【資料1-1】、未病いやしの里の駅の 

登録拡大（115施設）【資料 1-2】 

・地域交流イベントや集いの駅における未

病チェックシートの活用・普及など未病

を治す取組みの情報発信【資料1-3】 

・未病サミット神奈川2015 in箱根の開催、

未病月間にあわせた関連イベントの実施 

・未病の知識と県西地域の魅力を幅広く伝

える人材(県西未病観光コンシェルジュ)

の育成に向けた教材開発と講座の開催

【資料1-4】 

・漢方医学における未病の学習システムの構築 

・未病いやしの里の駅の登録拡大、ホーム

ページを活用した情報発信、地域交流イ

ベントとの連携推進《未病いやしの里づ

くり推進費 3,340万円、情報発信サイ

ト作成運営費 200万円》 

・未病月間の推進、未病コンセプトを普及する 

イベントの開催《未病月間推進事業費 500万円》 

・未病の知識と県西地域の魅力を幅広く伝える 

人材(県西未病観光コンシェルジュ)の育成に 

向けた講座の開催等《「県西未病観光コン 

シェルジュ」育成事業費 250万円》 

・ 漢方医学における未病の学習システムの構築

《未病に関する普及啓発プロジェクト248万円》 

 

② 「未病がわかる」拠点形成プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・未病いやしの里センター(仮称)の提案募集 

と最優秀提案の決定、基本計画案の作成

【資料3】 

・未病センター（小田原市内）開設 

・未病センター（中井町内）認証予定 

・未病いやしの里センター(仮称)における

県展示施設の展示物等の設計《未病いや

しの里センター(仮称)設置推進事業費 

2,200万円》 

・未病いやしの里センターを広くＰＲする

イベント等の開催 

・未病センターの設置拡充《未病センター

関連事業 68万円》 

 

■ 未病を治す 

③ 「健康食生活」実践プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・未病チェックシートを活用した食の提供

事業の実施、薬膳をＰＲするパンフレッ

トの作成、相談事業の実施 

・未病チェックシートの多言語化、県西地

域の地域資源との連携促進の検討 

・医食農同源に係るＰＲ、研究会の開催 

・食の駅による普及・広報の展開 

・未病チェックシートを活用した食の提供

事業の継続実施、相談事業の実施《未病

いやしの里づくり推進費 3,340万円(再

掲)》 

・食の駅による普及・広報の展開 

資料１ 



④ 薬用植物等利活用促進プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・有識者の検討会において、普及可能な薬

用植物等を選定 

・薬膳料理教室やレシピコンテストの実

施、レシピ集の作成・配布【資料1-5】 

・丸太の森における薬草栽培、薬草教室の

実施【資料4-1】 

・高ポリフェノール食材の活用に向けた地

域と連携した栽培の推進【資料4-6】 

・薬膳料理用農産物の試験ほ場などにおけ

る実証栽培《薬膳料理用農産物実証栽培

事業200万円》 

・丸太の森における薬草園の整備 

・高ポリフェノール食材の活用に向けた地

域と連携した栽培の推進 

 

 

 

⑤ 特色ある農林水産物の新商品開発プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・足柄茶を原料にした新商品のほうじ茶、

紅茶の開発・発売 

・手軽に食べられる水産加工品の開発 

・６次産業化に向けた柑橘の新商品開発(フ

ルーツソース等)を支援 

・市町における商品開発等の促進【資料4-1】 

・手軽に食べられる水産加工品の普及・広

報《消費者ニーズ対応型の魚食普及推進

事業費 25万円》 

・市町における商品開発等の促進 

・農林漁業者の６次産業化へ向けた支援

《６次産業化支援体制整備事業費 1,547

万円》 

 

 

 

⑥ 農林水産物の販売促進プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・農産物の新たなブランドモデルの構築 

・生産者と消費者を結びつける流通ネット

ワークの構築【資料1-6】 

・農林漁業者の６次産業化の支援 

・真鶴港の拠点となる里海 BASEの整備・活

用、水産物等のブランド化の推進、消費

拡大に向けたイベント等の実施 

・大学と連携して地域の農産物を活用した

食の魅力づくりを推進 

・農産物の新たなブランドモデルの構築、

生産者と消費者を結びつける流通ネット

ワークの構築《県西地域未病資源活用促

進事業費800万円》 

・農林漁業者の６次産業化へ向けた支援

《６次産業化支援体制整備事業費 1,547

万円（再掲）》 

 

 

 

 



⑦ 農林水産業の基盤強化プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・小田原漁港等の整備 

・農地中間管理機構の整備・運営 

・鳥獣被害対策の推進 

・南足柄市内山地区ほ場整備の推進 

・小田原漁港等の整備《小田原特定漁港漁

場整備事業費 5億7,450万円》 

・農地中間管理機構事業の推進《農地中間

管理機構事業推進費補助 3,570万円》 

・鳥獣被害対策の推進《鳥獣被害対策関連

事業 4億269万円》 

・南足柄市内山地区ほ場整備の推進《県営

ほ場整備事業費 5,180万円》 

 

⑧ 楽しく歩く地域づくりプロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・東海道ウォーキングの推進 

・アプリケーションの開発と運用 

・多様なニーズに対応できるウォーキング

コースの検討、マップの作成 

・ウォーキングコース等の整備推進 

【資料1-7】 

・東海道ウォーキングの推進 

・アプリケーションの運用 

・新たなウォーキングコースやマップを活

用したイベント等の検討 

 

 

⑨ スポーツ普及促進プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・パークゴルフ初心者講習会の開催、普及

啓発冊子の作成 

・チャレンジデーの参加拡充による住民の

スポーツへの参加意識の醸成 

・ラグビー日本代表チームの練習拠点を誘

致、東京 2020オリンピック・パラリンピ

ック競技大会の事前キャンプ地としてエ

リトリア国の誘致 

・山北つぶらの公園の整備推進 

・運動の駅による普及・広報の展開 

・ラグビーワールドカップ、東京 2020オリ

ンピック・パラリンピック競技大会に向

けた連携 

・ねんりんピックの実施に向けた調整 

・山北つぶらの公園の整備推進《公園整備

費 1億3,800万円》 

・運動の駅による普及・広報の展開 

 

 

⑩ 農と結びついたくらしの提案プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・都市住民が気軽に「農」を体験できる

「未病を治す」サポート付き農園（仮

称）の設置準備【資料1-8】 

・シニア人材による耕作放棄地の復元管理

の取組みを推進 

・サポート付き農園の開設・運営 

・地域内の市民農園に係るプロモーショ

ン、市民農園の拡充に向けた検討 

《県西地域未病資源活用促進事業費 800万

円（再掲）》 



⑪ 温泉の魅力アピールプロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・国民保養温泉地の指定 

・分かりやすい温泉表示手法の作成･掲出 

・温泉の効能等の情報発信の推進 

・温泉泥を活用した事業の推進【資料4-4】 

・湯の駅による普及・広報の展開 

・国民保養温泉地の事業展開 

・温泉の効能等の情報発信の推進 

・温泉泥を活用した事業の推進 

・湯の駅による普及・広報の展開 

 

 

 

⑫ 森林の活用促進プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・森林セラピー事業の展開と新たな森林セ

ラピーロードの指定に向けた検討 

・丸太の森の癒しのエリアの整備、箱根の

森をフィールドにしたイベントの展開、

ケープ真鶴を拠点にした魚つき林のアピ

ール【資料4-1、4-2、4-3】 

・大学と連携して森林資源を活用した

「Ashigara Model」の創出を推進 

・森の駅による普及・広報の展開 

・森林セラピー事業の展開と新たな森林セ

ラピーロードの指定に向けた検討 

・丸太の森の癒しのエリアの整備、箱根の

森をフィールドにしたイベントの展開、

ケープ真鶴を拠点にした魚つき林のアピ

ール 

・森の駅による普及・広報の展開 

 

 

 

■ 未病でつなぐ地域の活性化 

⑬ 産業の集積促進プロジェクト 
27年度までの実施内容 28年度の予定 

・未病産業の普及推進 

・植物工場を拠点とした地域活性化モデル

事業の実施、植物工場の新設 

・農作業受託企業と農家とのコーディネート 

・環境影響評価の面積用件等の規制を緩和 

・未病産業の普及推進 

・未病いやしの里センター(仮称)を拠点と

した新たな展開の検討 

・農業への農作業受託型の企業参入の促進

《農作業受託型企業参入促進事業費 198

万円》 

 

 

 

 

 

 

 



⑭ 地域の魅力を体感する観光開発プロジェクト 

27年度までの実施内容 28年度の予定 

・コミュニティサイクルの導入（小田原

駅、開成駅、新松田駅、山北駅） 

・バイクラックや工具を備えた「自転車の

駅」の設置推進【資料1-7】 

・大学と連携した新たなツーリズム等の企

画・推進【資料1-9】 

・「未病を治す」ツーリズムに係る検討推

進体制の構築、モデルツアーの企画及び

実施【資料1-10、4-4、4-5】 

・韓国の著名漫画家や駐日大使館の外交官

などを対象にしたモニターツアーの実施 

・道の駅及び洒水の滝遊歩道整備に向けた

検討【資料4-1】 

・コミュニティサイクルの運営、イベント

等の開催《県西地域サイクリングエリア

等構築事業費200万円》 

・「自転車の駅」の運営 

・大学と連携した新たなツーリズム等の企

画・推進《県西地域大学連携事業費 

1,500万円》      

・「未病を治す」ツーリズムに係る新たな

旅行商品の造成、モデルツアーの実施

《県西地域未病資源活用促進事業費800

万円（再掲）》 

・道の駅及び洒水の滝遊歩道整備に向けた

検討 

 

 

⑮ 新たなまちの形成促進プロジェクト 

27年度までの実施内容 28年度の予定 

・ＭＥ－ＢＹＯタウンの形成に向けた調査 

・湯河原町における研究開発プロジェクト

「未病に取り組む多世代共創コミュニテ

ィの形成と有効性検証」の推進 

・ＭＥ－ＢＹＯタウンの形成に向けた調査 

・湯河原町における研究開発プロジェクト

「未病に取り組む多世代共創コミュニテ

ィの形成と有効性検証」の推進 

 
 

⑯ まちをつなげる交通ネットワーク整備推進プロジェクト 

27年度までの実施内容 28年度の予定 

・新東名高速道路の整備の促進 

（新東名高速道路の山北スマートＩＣ採

択（Ｈ26.7）） 

・南箱道路、広域農道小田原湯河原線など

地域交通ネットワークの形成に向けた整

備の推進 

・西湘バイパス西側の小田原箱根道路の４

車線化 

・新東名高速道路の整備の促進 

・南箱道路、広域農道小田原湯河原線など

地域交通ネットワークの形成に向けた整

備の推進《地域交通ネットワーク整備関

連費 15億6,438万円》 

 


